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福岡銀行のオンラインレンディングサービスに、複数金融機関の口座データを連携できる機能を提供 
〜福岡銀行の口座を持たない法人・個人事業主も、融資の申込みが可能に〜 

 
　株式会社マネーフォワード（本社：東京都港区、代表取締役社長CEO： 辻庸介、以下「当社」）は、株式
会社福岡銀行（本社：福岡県福岡市、取締役会長兼頭取： 柴戸隆成、以下「福岡銀行」）が法人・個人事業
主向けに提供しているオンラインレンディングサービス『フィンディ』に、福岡銀行以外の複数金融機関の

口座データを連携できる機能を提供します。これにより、福岡銀行の口座を持たない法人・個人事業主が、

複数金融機関の口座データを用いて、融資の申込みが可能になります。 
 

 
　 
　『フィンディ』は、当初、福岡銀行の口座を持つお客さまのみをサービスの対象としていました。今回の

機能提供を通じて、福岡銀行は九州地方だけでなく、全国の法人・個人事業主の方に、オンラインでのス

ムーズな資金調達の機会を提供することが可能となります。 
 
　今後当社は、法人・個人事業主の資金繰りの課題解決を軸に、「資金の見える化」や「将来の資金繰り予

測」等の機能を開発し、各地域の金融機関との連携を進めてまいります。 
 
■連携機能について 
　クラウド型会計ソフト『マネーフォワード クラウド会計・確定申告』利用者は、同意の上で、登録してい
る複数金融機関の口座データを『フィンディ』に連携できます。これにより、複数金融機関のデータをもと

に、融資の申込から審査、融資までを完了することができます。なお、連携はAPIを通じて行います。 
 
＜利用方法＞ 
以下2つの方法で、複数金融機関の口座をデータ連携できます。 

＜本件に関するお問い合わせ先＞  

株式会社マネーフォワード　広報担当：稲増、石田　E-mail：pr@moneyforward.co.jp 
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（1）『マネーフォワード クラウド会計・確定申告』をご利用のお客さま： 
『マネーフォワード クラウド会計・確定申告』で既に登録している金融機関の口座データを、『フィン
ディ』に連携 
（2）『マネーフォワード クラウド会計・確定申告』をご利用でないお客さま： 
当社のアカウントアグリゲーション技術*を利用し、『フィンディ』のサービス上で、普段お使いの金融機
関の情報を登録 

*アカウントアグリゲーション技術とは、APIまたはスクレイピングを用いて、データの取得を行うことをいいます。 
 
＜サービス導入希望の方のお問い合わせ先＞ 

マネーフォワードエックスカンパニー Money Forward X 本部 

URL：https://corp.mf-x.jp/ 
 
■株式会社福岡銀行について 
名称　　　：株式会社福岡銀行 
所在地　　：福岡県福岡市中央区天神二丁目13番1号 
代表者　　：取締役会長兼頭取 柴戸隆成 
オンラインレンディングサービス『フィンディ』：https://lending.fukuokabank.co.jp/ 
 
■株式会社マネーフォワードについて 
名称　　　：株式会社マネーフォワード 
所在地　　：東京都港区芝浦 3-1-21　msb Tamachi 田町ステーションタワーS 21F 
代表者　　：代表取締役社長CEO 辻庸介 
設立　　　：2012年5月 
事業内容　：PFMサービスおよびクラウドサービスの開発・提供 
URL　　　：https://corp.moneyforward.com/ 
主要サービス： 
お金の見える化サービス『マネーフォワード ME』　https://moneyforward.com/ 
バックオフィスSaaS『マネーフォワード クラウド』　https://biz.moneyforward.com/ 
 

＊記載されている会社名および商品・製品・サービス名（ロゴマーク等を含む）は、各社の商標または各権利者の登録商標です。 
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